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会 長 挨 拶  
 

この度、碧南 RC の第 67 代会長を拝命致しました黒田です。

前年度お世話になりました鈴木会長をはじめ、役員、理事の皆

様、1 年間お疲れ様でございました。歴代の諸先輩方には到底

かなわない私ですが、新年度は皆様と共にこの伝統ある碧南

RC を継承しつつ、皆様のためになるような運営を行ってまいり

ますので、どうか 1 年間よろしくお願い申し上げます。 

 本日は役員挨拶ということですので、会長方針等は後ほどお話しさせていただきますが、
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この場では会長挨拶について少しお話しさせていただきます。 

 会長経験者の皆様ならご存知かと思いますが、会長エレクトの研修で、会長挨拶は 5 分間

与えられるので「命懸けで話せ」、「感動するような内容に」などとプレッシャーをかけられま

す。歴代の諸先輩方を思い返してみても、ロータリーの話は当然皆様されるんですけど、世界

の国旗をテーマとしたお話、クイズ形式の会話型など、様々な手法が見受けられました。 

 ところで皆様、昨年の鈴木会長の第1回目のご挨拶を憶えていらっしゃいますでしょうか？

ちょうど新紙幣が発行の時期で、それを皆様に紹介予定のところ、銀行さんとの手配の関係

で残念ながらお見せできなかったと思います。 

今日はそのリベンジということで、渋沢栄一さんの肖像が印刷された紙幣をお持ちしまし

たので、どうぞご覧ください。とは言いましても、これは新紙幣ではなく、明治 37 年に当時

の大韓帝国で発行された初めての渋沢栄一さんの紙幣です。1 円と印刷されていますが、現地

では 10 ウォンです。他にも 5 円と 10 円が存在しますが、私はまだ入手していません。これ

は私の誕生日の 3 月 16 日がたまたま渋沢栄一さんと同じだったことから興味を抱いて、昔に

手に入れたと思います。 

 昭和 38 年に発行の伊藤博文さんが肖像画として採用されました 1000 円札の時にも渋沢栄

一さんが候補に挙がっていたそうですが、偽造防止の観点から髭の多い伊藤博文さんが選ば

れたというようなお話もございます。渋沢栄一さんの肖像画採用には歴史的認識により、あ

れこれ言われた方も多いようですが、生前中の功績が計り知れないことは皆様ご承知の通り

です。現在も紙幣の顔として親しまれております。 

 もう 1 つご紹介致します。幕末に渋沢栄一さんが一橋家に仕えていた頃の藩札です。こち

らは全部で 6 種類あり、あと最小単位の一文でコンプリートとなります。正確には一橋家は

藩ではございませんが、一般的な呼称として藩札と呼ばれております。 

 渋沢栄一さんの藩札は取り扱う会所を今の兵庫県であります播磨国の今市村に設置しまし

た。周辺の領地で生産される木綿反物を藩札を発行して買い上げ、大阪の問屋に送り、問屋は

これを売りさばき、売上代金は大阪にある会所の出張所へ納めました。木綿の販売代金は今

市の会所で生産者の売上に応じて藩札を渡し、後に生産者の申し出により藩札を現金に換え

る仕組みとなっているそうです。 

 藩札は金や金と交換できる兌換紙幣などとは違い、藩の力により信用度と言いますか、そ

の価値は様々だったようですが、渋沢栄一さんの尽力によりこの藩札は換金がしっかりとな

され、かなりの流通力を得ていたようです。 

 私は新しい会員名簿の趣味欄に骨董と入れてありますが、蔵に眠る美術品のような品では

なく、幕末から昭和にかけてのいわゆる消耗品と言われるカテゴリーで、捨て去られる運命

にある歴史の資料の研究、保存をライフワークとしております。折に触れ、このようなものの

紹介を織り交ぜての 1 年とさせていただきたいと思います。 

以上となりますが、本日はよろしくお願い致します。 

 
 
 
 
 
 



  幹 事 報 告  
 

 幹事報告をさせていただきます。 

・ ロータリーレート変更のお知らせが届いております。7 月

は 145 円でございます。 

・ ガバナー事務所より「ガバナー月信 7 月号一部訂正につい

て」が届いております。 

・ ガバナー事務所より「2026 年台北国際大会のご案内資料」が届いております。 

・ 刈谷 RC より「西三河分区 I.M 記録書」が PDF にて届いております。 

・ 高浜 RC よりビジターフィー変更のお知らせが届いております。 

・ 本日の例会終了後に第 1 回理事会を開催致しますので、役員、理事の皆様は 201 号室にお

集まりください。 

・ 次週の例会はインフォーマルミーティングのため、例会開始時刻が 17 時 30 分になりま

すので、お間違いのないようによろしくお願い致します。 
 
 

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコボックス＞ 

黒田 泰弘君  皆様一年間どうぞ宜しくお願い致します。 

        先週金曜日に碧南警察署にて愛知県少年補導委員会連合会さまより感謝状

を頂きました。 

        今月は嫁の誕生日で毎年お祝いを頂いています。７月５日なので、何事も

起こらぬ事を祈っています。 

鈴木 泰博君  今年度直前会長を務めさせていただく鈴木です。よろしくお願いします。 

杉浦 栄次君  会長エレクトを務めさせて頂きます。宜しくお願いいたします。 

岡本 耕也君  本年度副会長を務めさせて頂くことになりましたので、よろしくお願い致

します。 

永坂 誠司君  本年度幹事を務めさせて頂きます永坂です。一年間宜しくお願い致します。 

加藤 良邦君  去る６月３０日、交通安全観音様祈祷会をつとめさせて頂きました。鈴木

直前会長様並びにその他役員の皆様に大変お世話になりました。 

        私儀今月７月１５日をもって浄土宗西山深草派宗務総長京都総本山誓願寺

執事長３期１２年なんとか生きて帰れそうです。お世話になりました皆様

 総会員数 60 名 (内出席免除者 12 名の内出席者 10 名) 出席者 53 名 

 出席対象者 53／58 名 
  出 席 率    91.38％ 

 欠席者 7 名（病欠者 0 名） 
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に深く感謝致します。 

伊藤 正幸君  米山記念奨学委員会、１年間よろしくお願い致します。 

山中 寛紀君  今年度会員選考職業分類委員会の長を拝命致しました。宜しくお願い致し

ます。 

榊原  健君  木村前委員長の後を受け、就任させて戴きました。ビシ！バシ！集金致し

ますので、指命を受けた方は宜しくお願いします。 

藤関 孝典君  本年度、会員増強委員会委員長を務めさせて頂きます。一年間よろしくお

願い致します。 

服部 弘史君  本年度会計をつとめます。よろしくお願いいたします。 

大竹 密貴君  本年度クラブ奉仕委員会の委員長を務めさせていただきます。一年間よろ

しくお願いいたします。 

岡島 晋一君  本年度副幹事をつとめさせて頂きます。宜しく御願い申し上げます。 

貝田 隆彦君  社会奉仕委員長、一年間よろしくお願いします。 

梶川 光宏君  本年度、職業奉仕委員長をつとめます。よろしくお願いします。 

杉浦 邦彦君  クラブ会報委員会委員長を務めさせていただきます。杉浦邦彦です。１年

どうぞ宜しくお願いいたします。 

山口日出子君  本年度青少年奉仕委員長を仰せつかりました。一年間宜しくお願いいたし

ます。 

樅山 朋久君  広報雑誌委員長をつとめさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

石川 昌樹君  出席奨励ニコボックス委員会委員長を務めさせていただきます。１年間よ

ろしくお願いします。 

石川 鋼勇君  親睦活動委員会委員長をさせて頂きます。宜しくお願いいたします。 

石川 鋼勇君   

鈴木  洋君   

長松 政孝君   

山崎 太幹君  大竹直前幹事様、先日の親睦活動委員会の納会で大変お世話になりました。 

榊原 靖浩君  千円札を２０枚用意していましたが、ほとんど無くなったことはとても良 

倉内 松雄君  い思い出になりました。感謝しかありません。 

神谷 領伸君   

岡田 竜治君   

坂  充貴君 

清水 知行君 

長田 一希君  ＳＡＡとして１年間お願いします。 

竹内 康人君  プログラム委員長をつとめさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

＜親睦活動委員会＞ 

会員誕生日 

１５日 木村 徳雄君 



奥様誕生日 

 ５日 黒田 泰弘君の奥様 真美子様  ２０日 角谷 信二君の奥様  晴美様 

２２日 永坂 誠司君の奥様  るみ様  ２９日 岡田 竜治君の奥様 いづみ様 

 

入会記念日 

１日 倉内  裕君、小林 清彦君 

２日 岡本 明弘君 

３日 木村 徳雄君、角谷 信二君、竹中  誠君、岡本 耕也君、鳥居  靖君 

４日 長田 一希君 

５日 杉浦 勝典君、新美 宗和君、黒田 泰弘君、榊原 靖浩君、倉内 松雄君 

神谷 領伸君 

６日 榊原  健君、鈴木 泰博君 

８日 小林  尚君 

 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 

「役員挨拶」 

会長挨拶 黒田泰弘会長 

 

 失礼致します。 

私は 20 代後半の頃、碧南ロータリークラブの例会に参加させて

いただいた経験がございます。当時の例会場は現在の藤井達吉現代美術館が建つ場所でした。

その時のことはあまり憶えていませんが、当時の私から見れば、年配の方々がお誕生日のバ

ースデーソングを歌う光景はとても印象的でした。そして、帰りがけに平岩統一郎様より「あ

んた何やっとんの？」と尋ねられ、お答えしたことだけ憶えております。 

 そんなご縁もあった碧南 RC に私も平成 18 年に入会させていただきましたが、当時の会員

数が 77 名で、名だたる先輩方が多数在籍されておりましたので、私ごときが会長職をいただ

けるなどとは思ってもいなかったです。 

 対外的な行事にも参加することの多い会長職において、「私で大丈夫でしょうか？」と角谷

信二先輩にお尋ねしたところ、「うーん、知ってる人は知ってる。」というよくわからない激励

を受けまして、その言葉をお守り代わりに決心を固めました。 

 さて、皆様もご承知の通り、本年度の RI 会長予定者の突然の辞任を受け、新たにフランチ

ェスコ・アレッツォ氏が選出されました。そして、辞任されました RI 会長予定者の「よいこ

とのために手を取りあおう」というメッセージのみが引き継がれました。 

 鈴木康仁ガバナーは 6 月の研修会の中で、次年度の我々を前に「クラブ計画書をすでに発

注済みのクラブはそのまま変更なしで結構ですよ。」と仰いました。 

ここまでは昨日の午前中までに予定させていただきましたお話ですが、午後になり突然、

本年度 RI 会長のお言葉が発表されました。その中で「強いクラブは友情と信頼によって築か

黒田泰弘会長 



れます。私たちは友情と信頼のもとに有意義なパートナーシップを築き、世界的な問題を各

地域で解決へと導きます。私たちは肩書きや称賛のためではなく、謙虚さ、人間性、思いやり

を持ってリーダーシップを発揮します。」と述べられ、大変私は共感致しました。また、優先

事項として「会員増強」、「ポリオ撲滅」、「平和の構築」の 3 点が挙げられておりました。 

 それを受け、私としましても本年度は当初の計画通り、「会員増強」、「ポリオ根絶」、「平和

の推進」の 3 本柱を中心に活動を進めてまいります。 

 最近、地区内でも「○○ハラスメント」や「公共イメージ」などのワードをよく耳にするよ

うになりました。これは RI が抱える深刻な会員減少の課題とも関係していると考えられま

す。我がクラブにおきましても、同様に会員増強は急務であると認識しております。私は今後

3 年間で会員数を約 70 名まで増やすことを目標にしております。その実現に向け、皆様から

の情報提供とご協力をお願い申し上げます。 

 本年度より新たに「クラブ行動計画推進リーダー」として伊藤正幸さんにご就任いただき、

会員増強委員会の皆様と共に、皆様から寄せられた情報をもとに候補者の準備を進めてまい

ります。皆様の力強いご支援をお願い申し上げます。 

 勧誘の方法についてですが、地区からも様々なアプローチ方法が推奨されていまして、「プ

ッシュ型（対面型）」と「プル型（SNS や公共イメージによる集客）」がございますが、従来

通りのプッシュ型が有効であると感じております。近年はプル型も注目されていますが、公

共イメージはあくまで「外部評価」によるものであるという点を忘れてはなりません。 

 また、「ロータリーの奉仕活動は自慢すべきではない」との考えもかつてはございましたが、

近年は「クラブが遂行した有益な事業は、正しい方法で広報されるべきである」という方針に

変わっております。ポール・ハリス氏もロータリアンだけでなく、一般の人々に理解を得るこ

との重要性を説いています。 

 最後に会員拡大において、著名なロータリアンをご紹介させていただきます。まずは、皆様

ご存知のウォルト・ディズニー氏です。アメリカのシカゴ出身で、本名はウォルター・イライ

アス・ディズニーです。 

 次にケンタッキーフライドチキン創業者のカーネル・サンダース氏です。本名はハーラン

ド・デイヴィッド・サンダーズです。店舗前の人形にはロータリーバッチが付けられており、

私も先週、碧南店でそれを確認してまいりました。 

 さらにトーマス・エジソン氏、ライト兄弟の弟のオーヴィル・ライト氏、ニール・オールデ

ン・アームストロング氏、フランクリン・デラノ・ルーズベルト氏、松下幸之助氏もロータリ

ークラブの会員でした。 

最後になりますが、ロータリー活動での学び、例会、懇親会などのあらゆることをポジティ

ブに行うことで得られる楽しさをメンバーの皆様と共有したいと思い、「Enjoy Rotary」を合

言葉にさせていただきました。そして、RI 会長のメッセージである「よいことのために手を

取りあおう」を常に心に刻み、クラブ運営を行ってまいりますので、皆様、1 年間どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

ご清聴ありがとうございました。 
 
  



副会長挨拶 岡本耕也副会長 

 

 失礼致します。 

黒田会長がしっかりとプロジェクターまでご用意され、原稿

を準備された上でご挨拶された後で、原稿も持たずにアドリブ

で話そうとしている私はこの場に立ってとても後悔しており

ます。 

つい先月までは、皆様と同じく座って聞く側でしたが、今こうして役職者という立場になり

まして、前に立つ機会が増えることで、若干の緊張を覚えております。 

 実は先週「ちょっとやばい。」と思いまして、クローゼットを確認したところ、スーツの上

着のボタンが閉まるものがありませんでした。このまま皆様の前に立つのはちょっと恥かし

いと思い、土曜日に急いでスーツを新調しました。本当は直前会長の鈴木さんのようにエル

メスでビシッと決めたかったところですが、時間もなく、少々安価なスーツで失礼致します。 

 さて、本日は副会長としてのご挨拶ということで、直前副会長の杉浦さんのように短くキ

レのあるスピーチができれば良いのですが、私にはその勇気もございませんので、少しだけ

お話しさせていただきます。 

 副会長という役職について、私なりにこれまで拝見してきた印象では、主な役割は会長の

代理を務めることだと認識しております。本年度も黒田会長が数回ご欠席されると思います

ので、その際にはしっかりと代理をさせていただきたいと思っております。ただ、RI 会長の

ように突然の辞任ということが起きないよう、黒田会長にはくれぐれも健康に留意していた

だきたいと思います。 

 そして、もう 1 つ私に与えられた役目があるとすれば、幸か不幸か、黒田会長はゴルフを

されません。私はゴルフだけは多少できますので、ロータリー関連のゴルフ大会等において

は、永坂幹事と共に積極的に参加させていただきたいと思っております。 

 とはいえ、何をすれば良いのかまだ手探り状態の私ではありますが、黒田会長の足を引っ

張らず、取り残されないよう、少しでもお力になれるように 1 年間努めてまいります。 

以上をもちまして、副会長としてのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

致します。 
 
  
幹事挨拶 永坂誠司幹事 

 

よろしくお願い致します。 

私、岡本副会長と比べますと、非常に小心者でございますの

で、最初ぐらいはちゃんとご挨拶をと思い、原稿を用意してま

いりました。少しだけお時間をいただき、幹事としての抱負を

述べさせていただきます。 

 まずもって、本年度、黒田会長のもとで幹事を務めさせていただきます永坂でございます。

黒田会長にご迷惑をお掛けすることなく、安心して職務を全うしていただけるよう、責任を

岡本耕也副会長 

永坂誠司幹事 



持って幹事職に取り組んでまいります。よろしくお願い致します。 

 また、会員の皆様が「居心地が良い」と感じていただけるクラブ運営を目指し、私自身が笑

顔で取り組みたいと思います。私は周囲から「天然が入っている。」と言われることもありま

すが、時にはそうした部分も活かしながら、真剣に、真面目に 1 年間幹事職を務めてまいり

たいと思っております。 

 昨年度から、次年度幹事としてやるべきことを把握すべく、黒田会長、大竹直前幹事、事務

局の間瀬さんに多くのことを教えていただきました。これまで当たり前のように目にしてい

た資料一つ一つが、実は意味を持って作成されていたことに気付き、今まさに勉強の真っ只

中です。各資料には思いが込められていることも強く感じております。 

 皆様ご存知の通り RI 会長予定者が突然辞任されたというニュースが飛び込んでまいりま

した。さすがの黒田会長も当初は驚きと困惑を隠せないご様子でしたが、すぐに気持ちを切

り替えられ、我々に的確なご指示をくださいました。その姿勢に改めて会長としての頼もし

さを感じた次第です。本年度、皆様には安心して「黒田丸」にご乗船いただき、楽しく有意義

なロータリー活動を共に進めていければと思っております。 

 最後になりますけども、皆様のご支援、ご協力を心よりお願い申し上げ、幹事としてのご挨

拶とさせていただきます。どうぞ 1 年間よろしくお願い致します。 
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